
 

 

 

2023(令和５)年度 第１回 

尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策広域協議会・地域別意見交換会 

 

 

日 時：2023(令和５)年７月 25 日（火）13:30～16:30 

場 所：ウェブ会議システム「ＷｅｂＥｘ」 

 

 

次   第 

 

【第１部】（公開） 

１．開会・挨拶 

２．議事 

（１）協議会設置要綱の改正について 

（２）2022（令和 4）年度対策実施結果について 

（３）2023（令和 5）年度対策実施状況について（トピック） 

（４）2024（令和 6）年度重点方針の検討について 

（５）現行対策方針の課題及び次期対策方針について 

 

【第２部】（非公開） 

地域別意見交換 

・栃木：奥日光の自然保護の歩みを進めよう 

 

・群馬新潟：優先防護エリアにおける対策の進捗状況 

 

・福島：田代山・帝釈山・会津駒ヶ岳におけるシカ対策 

 



 

【配布資料一覧】 

＜第１部：協議会＞ 

資料   議事次第（本紙） 

資料   出席者名簿 

資料 1-1 尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策広域協議会設置要綱改正（案） 

資料 1-2 2022（令和 4）年度における対策実施結果 

資料 1-3 2023（令和 5）年度における対策実施状況 

資料 1-4 2024（令和 6）年度の重点方針（案） 

資料 1-5 対策方針改正の考え方 

 

＜第２部：地域別意見交換会＞ 

資料 2-1 栃木意見交換会資料 

資料 2-2 群馬新潟意見交換会資料 

資料 2-3 福島意見交換会資料 

 

＜参考資料＞ 

参考資料 2022（令和 4）年度実施結果の自己評価シート 

参考資料 尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策方針（概要版） 

参考資料 2023（令和 5）年度の重点方針及び実施計画 



2023(令和5)年7月25日(火)

所属 役職 氏名 会場(web)

鑑定官 渡邉　慶太 福島

保護係長 真下　典子 群馬新潟

森林技術指導官 佐々木　直樹 福島

総括森林整備官 櫻井　勝 福島

森林情報管理官 辻ノ内　桂志 福島

森林技術指導官 野口　光三 栃木

総括森林整備官 佐藤　幸男 栃木

森林技術普及専門官 田中　直己 群馬新潟

主任森林整備官 須藤　洋一 群馬新潟

森林技術指導官 本田　誠 群馬新潟

森林整備官 大仁田　秀介 群馬新潟

副主幹 藤田　正希 栃木

技師 長谷川　健太 栃木

　　　     県西環境森林事務所環境部環境企画課 副主幹 高原　千春 栃木

室長 臼田　栄慈 群馬新潟

企画推進係係長 西嶋　弘満 群馬新潟

主任 大澤　康生 群馬新潟

　　　     地域創生部文化財保護課 主幹 茂木　誠 群馬新潟

福島県　生活環境部自然保護課 主査 小原　真奈美 福島

　　　     教育庁文化財課 欠席

新潟県　県民生活・環境部環境企画課 欠席

　　　      観光文化スポーツ部文化課 欠席

係長 山内　宣明 栃木

主幹 星野　俊二 栃木

片品村　農林建設課 主任 大竹　凛 群馬新潟

課長補佐 長沼　正憲 福島

主事 渡部　龍人 福島

課長 星　友和 福島

副主査 井上　宏司 福島

魚沼市　生活環境課 欠席

専門課長 須永　勝博 群馬新潟

課長補佐 篠原　哲也 群馬新潟

副長 安元　文一 群馬新潟
組合長 平石　忠一 群馬新潟

事務局 山田　克巳 群馬新潟

課長 登坂　英季 群馬新潟

主幹 村松　智未 福島

副長 宮澤　公明 群馬新潟

グループマネージャー 高野　尚之 群馬新潟

宇都宮大学 名誉教授 谷本　丈夫 栃木

群馬新潟県立自然史博物館 生物研究係　主幹 大森　威宏 群馬新潟

広島修道大学 人間環境学部　准教授 奥田　圭 福島

関東地方環境事務所 次長 立田　理一郎 -

課長 植竹　朋子 全部

自然保護官 安生　浩太 栃木

自然保護官 黒田　浩太郎 福島

課長 千葉　康人 -

課長補佐 最上　祥成 群馬新潟

所長 千田　純子 栃木

国立公園保護管理企画官 二神　紀彦 栃木

生態系保全等専門員 吉川　美紀 栃木

　檜枝岐自然保護官事務所 国立公園管理官 山﨑　大輔 福島

自然保護官 服部　優樹 群馬新潟

生態系保全等専門員 黒沢　秀基 群馬新潟

代表取締役 淵脇　智博 福島

取締役 宮本　留衣 群馬新潟

技師 坂本　祥乃 栃木

取締役/社長 奥村　忠誠 福島

取締役/部長 西村　愛子 栃木

主任研究員 瀬戸　隆之 群馬新潟

主任研究員 榊　葵 群馬新潟

研究員 小林　春香 福島

研究員 小林　祥 福島

研究員 吉田　真悟 栃木

研究員 羽根田　貴行 群馬新潟

プロジェクト推進担当 三井　夏紀 栃木

プロジェクト推進担当 宗兼　明香 栃木

公益財団法人尾瀬保護財団　企画課

　国立公園課

　野生生物課

　日光国立公園管理事務所

　片品自然保護官事務所

株式会社野生動物保護管理事務所

2023(令和5)年度 第１回尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策広域協議会　出席者名簿

関東森林管理局 計画保全部保全課

栃木県　環境森林部自然環境課

　　　　　　　　　　　会津森林管理署南会津支署

南会津町　舘岩総合支所　振興課

日光市　観光経済部　環境森林課　

株式会社テンドリル

【有識者】

尾瀬山小屋組合

東京パワーテクノロジー株式会社　環境事業部
　尾瀬林業事業所　環境保全グループ

【事務局】

東京電力リニューアブルパワー株式会社
　水力部　水利・尾瀬グループ

檜枝岐村　産業建設課

　　　　　　　　　　　利根沼田森林管理署

群馬県　森林環境部環境局自然環境課　尾瀬保全推進室

　　　　　　　　　　　中越森林管理署　

　　　　　　　　　　　日光森林管理署



資料 1-1 

尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策広域協議会 設置要綱 

（名称） 

第１条 本会は、尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策広域協議会と称する。 

 

（目的） 

第２条 本会は、栃木、群馬、福島、新潟の４県を移動するニホンジカの日光利根地域個

体群等の分布地域において、関係機関・団体が広域的に連携し、適切な個体群の管

理及びその他の必要な対策を実施することにより、尾瀬国立公園及び日光国立公園

の貴重な湿原、森林、高山生態系等に及ぼす影響を低減又は排除することを目的と

する。 

 

（構成員） 

第３条 本会は、別表に掲げる関係行政機関・団体により構成される。 

 

（活動） 

第４条 本会は、第２条の目的を達成するために、以下の活動を行う。 

① 尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策方針（以下「シカ対策方針」という）の策

定及び見直しに関すること。 

② シカ対策方針に基づく実施計画の策定及び見直しに関すること。 

③ 各種調査結果の情報交換及び効果の把握に関すること。 

④ 実施計画に基づく対策の実施に係る調整に関すること。 

⑤ その他目的を達成するために必要な事項。 

 

（議長） 

第５条 協議会に議長を置き、会の運営に当たる。議長は、関東地方環境事務所次長とす

る。 

 

（有識者） 

第６条 議長は、有識者を協議会に出席させ、意見を聞くことができる。 

 

（会議） 

第７条 会議は、必要に応じて議長が招集する。 

 

（事務局） 

第８条 協議会の事務局は、関東地方環境事務所に置く。 

 

（ワーキンググループ） 

第９条 本会の活動に関して専門的な助言や検討のため、ワーキンググループを置くこと

が出来る。 

  ２．ワーキンググループは、事務局が必要と認めたとき招集する。 

 

付則 この要綱は令和元年８月１３日から有効とする。 

付則 この要綱は令和２年１月２２日に改正される。  

付則 この要綱は令和５年７月２５日に改正される。  



別表１

所属 役職

1 関東地方環境事務所 次長

2 林野庁　関東森林管理局　計画保全部　保全課 課長

3 福島県　生活環境部　自然保護課 課長

4 福島県教育庁　文化財課 課長

5 群馬県　環境森林部　自然環境課 課長

6 群馬県　地域創生部　文化財保護課 課長

7 新潟県　環境局　環境対策課 課長

8 新潟県　観光文化スポーツ部　文化課 課長

9 栃木県　環境森林部　自然環境課 課長

10 栃木県　県西環境森林事務所　環境企画課 課長

11 南会津町　舘岩総合支所　振興課 課長

12 檜枝岐村　産業建設課 課長

13 片品村　農林建設課 課長

14 魚沼市　市民福祉部　生活環境課 課長

15 日光市　環境森林課 課長

16
東京電力リニューアブルパワー株式会社　水力部　水利・尾
瀬グループ

グループマネージャー

17 尾瀬山小屋組合 組合長

18 公益財団法人　尾瀬保護財団 事務局長

【事務局】

関東地方環境事務所　

尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策広域協議会　構成員



2022（令和4）年度対策実施結果
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2023(令和5)年7月25日

尾瀬・日光国⽴公園ニホンジカ対策広域協議会

資料1-2
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2

1．地域全体の集計結果

2．事業目標の進捗状況

〈参考〉各地域の状況（全体）
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 日光・尾瀬地域とも、シカ⽣息密度は引き続き⾼い⽔準にあり、捕獲困難地域での捕獲の強化が必要。
 日光地域では、捕獲計画の⽴案のためにGPS追跡調査データの蓄積が必要。
 尾瀬地域では、2024(令和6)年までに優先防護エリア（A・Bランク）へ防護柵を設置することとしているが、笠

ヶ岳、燧ヶ岳、泉⽔⽥代、⾒晴地区への設置が完了していない。
 防護柵の設置・維持管理⼿法や、モニタリング⽅法の情報共有が図られていない。

尾瀬・⽇光国⽴公園ニホンジカ対策広域協議会

2022(令和４)年度 実施計画

２．重点方針

１．現状と課題

 高標高域、捕獲困難地域での
捕獲の強化・継続。

 夏季の定住個体を対象とした
捕獲を地域主体で効率的に実
施。

 日光版の優先防護エリア案の
作成を検討する。

 夏季の定住個体に装着した
GPS⾸輪調査で把握した夏季
定住地、移動経路や越冬地に
おける最適な捕獲の検討。

 尾瀬ヶ原・尾瀬沼周辺での捕獲の強
化・継続（捕獲適期の検討。六兵衛
堀周辺（河畔林）での捕獲の実施な
ど）。

 通信機能付きカメラを利⽤したリア
ルタイムの移動状況の共有による移
動経路上での捕獲の強化・継続。

 優先防護エリアのA・Bランクに防護
柵の設置・継続・検討。

 燧ケ岳、会津駒ケ岳、田代山、帝釈
山周辺の優先防護エリアに防護柵の
設置を検討。

 捕獲目標数は捕獲実績、対策
方針を踏まえて設定。

 効果的・効率的な防護柵の設
置・維持管理の⼿法に関する
検討・情報共有。

 出猟カレンダー(指定管理・有
害捕獲)の普及。

 防護柵や優先防護エリア、過
去の季節移動経路等の位置情
報をGISに集約し、協議会構
成員で共有する。

⽇光国⽴公園 尾瀬国⽴公園 その他共通事項



（1）分布拡大地域

（2）夏季の⽣息地

（3）季節移動経路

（4）主たる越冬地

6

地域区分について



データの収集範囲

既存データ収集範囲

対策範囲隣接地域

7

尾瀬国立公園

日光国立公園

5km



8

対策エリア全体における糞塊密度・捕獲数

• 対策エリア内の総捕獲数は増加傾向。※2021年度過去最高
• 糞塊密度（群⾺県・栃⽊県の平均値）は近年、減少の兆候が認められる。



• 対策エリア内の糞塊密度は、中央部から南部が高い。
• 対策エリア内の捕獲数は、南東部から南部が多い。

9

2022年度の糞塊密度・捕獲数

捕獲数糞塊密度



目次

10

1．地域全体の集計結果

2．事業目標の進捗状況

〈参考〉各地域の状況（全体）
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12

尾瀬ヶ原 捕獲数と⽣息状況の推移
• 尾瀬ヶ原での捕獲数は2013年以降増減を繰り返しているが、近年は増加傾向。

※2022年過去最高
• 5・6月のライトセンサスの平均確認頭数は増加傾向であったが、近年やや減少。

出典︓環境省

対策⽅針作成年度
★145頭
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尾瀬沼 捕獲数と⽣息状況の推移

出典︓環境省

• 尾瀬沼での捕獲数は2016年以降増加傾向であったが、近年は横ばい。
• 5〜6月上旬（大江湿原柵設置前）のライトセンサスの平均確認頭数は、2022年は

17頭と激減した。

対策⽅針作成年度
★38頭
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尾瀬ヶ原・山ノ鼻研究見本園 ✔
周⾧:1684m
面積:12.65ha
群馬県設置（2014～）

大江湿原 ✔
周⾧:3710m
面積:37.4ha
林野庁設置（2014～）
環境省設置（2019～）

尾瀬ヶ原・ヨッピ川南岸 ✔
周⾧:964m
面積:3.5ha
環境省（2019～2022）
片品村（2023～）

尾瀬ヶ原・下ノ大堀 ✔
周⾧:890m
面積:5.3ha
環境省設置（2020～）

尾瀬ヶ原・竜宮✔
周⾧:1803m
面積:20.6ha
環境省設置（2021～, 6.4ha）

周⾧:40m×2箇所
環境省設置（2019～）

周⾧:70m×1箇所
周⾧:40m×1箇所
環境省設置（2020～）

尾瀬ヶ原・見晴
周⾧:2047m
面積:21.0ha

笠ヶ岳・雪田草原✔
周⾧:1364m
面積:4.6ha ※1
環境省・片品村設置（2023年
設置予定）

至仏山・雪田草原 ✔
周⾧:1344m
面積:2.9ha ※1
群馬県設置（2020～, 0.4ha）

燧ヶ岳・高山植生 ✔
（急峻地形、ササ草原を除くエリア）
周⾧:30m×2箇所
環境省設置（2023年設置予定）

周⾧・面積算出の基準
※1 環境省25000植生図から算
出
※2 現地目測エリアから算出

尾瀬ヶ原・泉水田代
周⾧:1964m
面積:21.0ha

会津駒ヶ岳
周⾧:9437m
面積:23.7ha※1

大津岐峠周辺の稜線
周⾧:50m×5箇所程度※2

田代山山頂
周⾧:1983m
面積:19.7ha※1

猿倉登山口周辺
周⾧:50～100m※2

帝釈山山麓
面積:1ha以上※2

御池田代 ✔
周⾧:1093m
面積:5.4ha※1
檜枝岐村設置（2020～）

イヨドマリ沢
周⾧・200m程度×1箇所※2

景鶴山山麓
面積:10ha以上※2

燧ヶ岳

帝釈山

尾瀬沼

笠ヶ岳

至仏山

尾瀬ヶ原

会津駒ヶ岳

田代山

大清水湿原 ✔
周⾧:644m
面積:0.36a
片品村設置（2018～）

太枠・塗りつぶし箇所はシカ柵設置済みまたは予定箇所

背中アブリ田代
群馬県設置
（2012～, 0.06ha） 奥⿁怒林道シカ移動遮断柵

⾧さ:4.5km
環境省設置（2008～）

尾瀬国立公園優先防護エリア及び防護柵位置図

尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策広域協議会

燧ヶ岳西山麓
周⾧:50m程度※2
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尾瀬 植⽣被害状況と対策（泉⽔⽥代、⾒晴、笠ヶ岳、燧ケ岳）

• 優先防護エリアAに選定されている笠ヶ岳、Bの泉
水田代、⾒晴、燧ケ岳では採食確認地点数が多いが、
柵は未設置。

（笠ヶ岳・燧ケ岳は2023年に柵設置予定。）

尾瀬ヶ原 笠ヶ岳・燧ケ岳
シカ柵A

B
C

優先防護エリア
Aランクでの
柵未設置

⇒2023に設置予定

笠ヶ岳

至仏⼭

燧ケ岳

Bランクでの
柵未設置

⇒2023に設置予定

2022年

2022年

Bランクでの
柵未設置

泉⽔⽥代

Bランクでの
柵未設置

⾒晴

2022年

※7月のみ

2023年度に
更新済み

ヨッピ南岸



17



• 主たる越冬地での捕獲数（12〜3月）は、2014年度をピークに減少傾向であった
が、2021年度に急増し、2022年も高い捕獲数を維持。

• 糞塊密度は近年減少傾向。

18

捕獲数と⽣息状況の推移

出典︓栃⽊県

奥⽇光・足尾
（主たる越冬地）

中禅寺湖

男体⼭

袈裟丸⼭

※捕獲数は、⼀部季節移動経路と重複。
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20

奥⽇光・足尾 植⽣被害状況と対策
• 日光・足尾周辺ではシカの食害が進⾏、在来植⽣が大きく変化し、高茎草本や希少

種の減少や消失が確認されている。

調査箇所
栃⽊県植⽣保護柵

環境省植⽣保護柵

その他植⽣保護柵

【日光森林管理署】
保護林の保護のため

8箇所(合計18.28ha)に柵を設置

【栃木県】
植生モニタリング柵

3箇所(合計0.1ha)

【環境省】
湿原保全
周長17km

⼥峰⼭
・多くの植物が小型化、衰退
・樹皮剥ぎが目立つ

太郎⼭
・植生の小型化、衰退
・高茎草本の消失
・樹皮剥ぎが目立つ

白根⼭
・被害が進行し、在来植生
は僅かしか残っていない
・高茎草本や希少種の消失
・忌避植物まで採食が及ぶ

コザ池沢
・忌避植物の繁茂
・希少種の消失

赤沼

⻄ノ湖

八丁出島・希少種の減少や消失

⽇陰風穴
・希少種の消失
・忌避植物の繁茂

【栃木県】

シラネアオイ群落保護
1.6ha

【日光市】
ミズバショウ自生地保護

約1.04ha

【菅沼キャンプ場】
シラネアオイ保護

約0.08ha

林野庁植⽣保護柵



目次
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1．地域全体の集計結果

2．事業目標の進捗状況

〈参考〉各地域の状況（全体）



• 対策範囲隣接地域での捕獲数は、2018年度以降急激に増加し、その後増加傾向で
あったが、2022年度は過去最低頭数だった。

• 当地域の糞塊密度はかなり低いため年ごとの誤差が大きいが、近年は増加傾向。

22

対策範囲隣接地域
（南会津地域） 捕獲数と⽣息状況の推移

出典︓福島県

駒ヶ岳

尾瀬沼

帝釈⼭
⽥代⼭



• 山頂湿原において初めて採食(コバイケイソウ)が確認。
• 大津岐峠〜駒の⼩屋間では山頂付近での採食や掘り返しの増加が著しい。

出典︓環境省

会津・⽥代
（分布拡大地域） ⾼⼭域における植⽣被害状況と対策（会津駒ヶ岳）

2022年

A
B

C

優先防護エリア
柵は未設置



• 田代山山頂〜⽊賊登山⼝区間、猿倉登山⼝〜田代山山頂区間で高い採食圧が継続。
• 山頂の田代湿原ではミズバショウの採食が増加。

24

出典︓環境省

会津・⽥代
（分布拡大地域） ⾼⼭域における植⽣被害状況と対策（⽥代・帝釈）

2022年

A
B

C

優先防護エリア

柵は未設置



• 分布拡大地域での捕獲数は、2018年から急激に増加し、 近年増加傾向だったが、
2022年度は激減した。

• 糞塊密度は、昨年度から倍増している。

25

会津・⽥代
（分布拡大地域） 捕獲数と⽣息状況の推移

出典︓福島県

尾瀬沼尾瀬ヶ原

駒ヶ岳
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尾瀬ヶ原 湿原の植⽣被害状況と対策

出典︓環境省

森林・湿原
• ヨッピ川北岸、⽩砂峠〜イヨドマリ沢間で高い採食圧が継続。
• 2022年は尾瀬ヶ原湿原の採食地点数が増加。

2022年

※7月のみ

ヨッピ川南岸柵 下ノ大堀柵

⻯宮柵

イヨドマリ沢
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• 低標高エリアでは高い採食が継続。
• オヤマ沢田代付近は採食が集中しているが、その他の高標高エリアは採食が減少。

出典︓環境省

尾瀬 ⾼⼭⾼⼭域における植⽣被害状況と対策(至仏⼭)

2022年

オヤマ沢⽥代柵

研究⾒本園柵

シカ柵A
B
C

優先防護エリア
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• 採食確認地点数はやや減少。
• 笠ヶ岳周辺(Aランク)では採食地点数が多く広範囲の掘り起しを確認。

出典︓環境省

尾瀬 ⾼⼭⾼⼭域における植⽣被害状況と対策(笠ヶ岳)

シカ柵A
B
C

優先防護エリア

オヤマ沢⽥代柵

Aランクでの柵
未設置

2022年

笠ヶ岳
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尾瀬ヶ原

出典︓環境省

• 柵外では花数が激減し、2021年度以降開花はほぼ確認されない。
• 柵内では花数が顕著に多く、設置以降花は採食されていない(非採食割合100%)。

植⽣保護柵設置の効果（ヨッピ川南岸）湿原

柵内柵外
開
花
数
が
少
な
い
た
め

開
花
割
合
は
未
算
出

花の非採食割合

開
花

時
の

非
採

食
割

合
（

4箇
所

平
均

）

※2017・2018年は1調査区のデータを利⽤

開
花

時
の

非
採

食
割

合
（

4箇
所

平
均

）

花の非採食割合

花の非採食割合100％
（花の採食なし）



30

尾瀬ヶ原 捕獲数と⽣息状況の推移
• 尾瀬ヶ原での捕獲数は2013年以降増減を繰り返しているが、近年は増加傾向。

※2022年過去最高
• 5・6月のライトセンサスの平均確認頭数は増加傾向であったが、近年やや減少。

出典︓環境省

対策⽅針作成年度
★145頭



• 林内の採食確認地点数は増加傾向。
• 林内ではディアラインの形成や草本の矮⼩化が確認されている。

31

尾瀬沼 植⽣被害状況と対策

出典︓環境省

湿原

※調査は毎年柵設置前に実施

2022年

※7月のみ

大江湿原柵



⾼⼭域における植⽣被害状況と対策(燧ヶ岳)

• 山頂直下(尾瀬沼⽅面)では高い採食圧が継続している。
• 2021年度以降キヌガサソウは個体確認できず。
• 御池付近の採食地点数は増加傾向。

32

尾瀬 ⾼⼭

出典︓環境省

Bランクでの
柵未設置

2022年
御池⽥代柵

燧ケ岳

大江湿原柵
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• ライトセンサスでは、柵設置期間中のシカの侵⼊が近年増加傾向。
→柵の対策強化が必要。

植⽣保護柵設置の効果（大江湿原）尾瀬沼

出典：環境省

湿原

柵設置開始

※6月下旬に柵設置が
完了したため、7月以
降のデータを使⽤
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尾瀬沼 捕獲数と⽣息状況の推移

出典︓環境省

• 尾瀬沼での捕獲数は2016年以降増加傾向であったが、近年は横ばい。
• 5〜6月上旬（大江湿原柵設置前）のライトセンサスの平均確認頭数は、2022年は

17頭と激減した。

対策⽅針作成年度
★38頭



• 季節移動経路での捕獲数は春季（3〜5月）、秋季（10〜12月）ともに増加傾向。
※2021年度過去最高

35

捕獲数の推移片品・檜枝岐
（季節移動経路）

出典︓群⾺県、栃⽊県

中禅寺湖

尾瀬沼
尾瀬ヶ原

401号線

120号線

※捕獲数は、⼀部主たる越冬地と重複。
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奥⽇光・足尾 植⽣被害状況と対策
• 日光・足尾周辺ではシカの食害が進⾏、在来植⽣が大きく変化し、高茎草本や希少

種の減少や消失が確認されている。

調査箇所
栃⽊県植⽣保護柵

環境省植⽣保護柵

その他植⽣保護柵

【日光森林管理署】
保護林の保護のため

8箇所(合計18.28ha)に柵を設置

【栃木県】
植生モニタリング柵

3箇所(合計0.1ha)

【環境省】
湿原保全
周長17km

⼥峰⼭
・多くの植物が小型化、衰退
・樹皮剥ぎが目立つ

太郎⼭
・植生の小型化、衰退
・高茎草本の消失
・樹皮剥ぎが目立つ

白根⼭
・被害が進行し、在来植生
は僅かしか残っていない
・高茎草本や希少種の消失
・忌避植物まで採食が及ぶ

コザ池沢
・忌避植物の繁茂
・希少種の消失

赤沼

⻄ノ湖

八丁出島・希少種の減少や消失

⽇陰風穴
・希少種の消失
・忌避植物の繁茂

【栃木県】

シラネアオイ群落保護
1.6ha

【日光市】
ミズバショウ自生地保護

約1.04ha

【菅沼キャンプ場】
シラネアオイ保護

約0.08ha

林野庁植⽣保護柵



• 主たる越冬地での捕獲数（12〜3月）は、2014年度をピークに減少傾向であった
が、2021年度に急増し、2022年も高い捕獲数を維持。

• 糞塊密度は近年減少傾向。

37

捕獲数と⽣息状況の推移

出典︓栃⽊県

奥⽇光・足尾
（主たる越冬地）

中禅寺湖

男体⼭

袈裟丸⼭

※捕獲数は、⼀部季節移動経路と重複。



2023（令和5）年度対策実施状況

1

2023(令和5)年7月25日

尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策広域協議会

資料1-3



2023（令和5）年度対策実施状況

2

当年の対策状況の共有を目的に、2023年度すでに行われている調査と対
策の状況を、特に2023年度の重点方針に関係が深い事業のうち、トピッ
ク形式で紹介する。

• 結果がまとまっているモニタリング調査

• 新たな挑戦や工夫を実施した事業

• 近年開始され、成果が伸びているが、
これまで協議会全体に十分共有されて
いなかった事業

という観点で、各地域から抽出した。



3
出典：環境省

2023年春の移動状況（GPS追跡）

尾瀬ヶ原 尾瀬沼 ・尾瀬で装着した4個体は、すべ
て奥鬼怒林道を通過。

・白根山での装着個体は、尾瀬地
域の個体同様、足尾で越冬して
いることが確認された。

・2301は、尾瀬ヶ原の牛首周辺
で捕獲。

中禅寺湖

奥鬼怒林道

個体 移動開始 移動終了

2101 2/27 4/30

2102 3/6 5/1

2201 3/12 5/17

2202 3/24 5/5

2203 5/25 6/2

2204 5/4？ 6/12

2301
5/5

（装着日）
－
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ICTによる捕獲成果

出典：栃木県

• 2021年度から実施している足尾の囲いわなは、ＩＣＴを活用して効率的に捕獲が
できている。（2021年度：45頭、2022年度：50頭）

踏圧等の状況

越冬地
（奥日光・足尾）
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捕獲効果

出典：環境省

• 2023年度は捕獲頭数が過去2番目に多かった。
• 5・6月のライトセンサスの平均確認頭数は増加傾向であったが、2019年以降やや
減少。

※捕獲数は
6月中旬現在

尾瀬ヶ原・尾瀬沼
（尾瀬ヶ原）
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ヨッピ南岸の柵更新

出典：片品村
環境省

• ヨッピ南岸の柵の更新が完了。
• 漂流物によってネットが埋まり、柵の高さが低くなっていたが改善された。

尾瀬ヶ原・尾瀬沼
（尾瀬ヶ原）

更新前（2022年5月27日） 更新後（2023年5月30日）

設置の様子 設置完了



出典：群馬県

出典：尾瀬保護財団

←植生保護柵設置作業の様子

↓植生保護柵の様子

7

• 群馬県と尾瀬保護財団が、尾瀬ボランティア及び企業ボランティアと連携し、
研究見本園に短期間で植生保護柵を設置。

ボランティアとの連携による柵設置
（研究見本園）

尾瀬ヶ原・尾瀬沼
（尾瀬ヶ原）
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捕獲効果

出典：環境省

• ライトセンサスによる確認頭数は、2019年度と比較し減少している。
• 2023年度は捕獲機会を得やすいところに、数週間空けて捕獲を行っている。

※捕獲数は
7月上旬現在

尾瀬ヶ原・尾瀬沼
（尾瀬沼）



くくり罠捕獲の様子

• シカの影響が急激に顕在化してきたことを受け、2022年度緊急避難的措置として
関係機関によりシカ柵を自前設置（資材運搬、柵設置等）した。

• 今年度はさらに対策を強化し、関係機関による柵の設置・指定管理捕獲・定点カ
メラ調査・GPS首輪装着（8月予定）を実施している。

9

最新の対策状況鬼怒沼
（季節移動経路）

出典：環境省、栃木県、日光森林管理署

柵設置の様子 定点カメラ設置



会津・田代
（分布拡大地域）

10

田代帝釈でのカメラ調査

出典：環境省

設置カメラの様子

痕跡（食痕）

痕跡（シカ道）

• 2023年度より、田代帝釈でのカメラ調査を開始。
• 現地では、シカによる採食痕や踏圧が確認された。



2023（令和5）年度　重点方針の実施状況・2024（令和6）年度　重点方針（案）
2023年度重点方針 進捗状況 現状の課題 2024年度重点方針

日光
国立公園

主たる越冬地である足尾における冬季の捕獲を強化する。
奥日光における地域主体で機動力の高い捕獲を継続・促進する。

植生被害状況調査の結果を元に奥日光での植生防護のあり方を検討す
る。

夏季の定住個体に装着したGPS首輪調査で把握した夏季定住地、移
動経路や越冬地における最適な捕獲を検討する。

（栃・日）足尾における捕獲は例年通りに継続している。
（日）奥日光における地域主体の機動力の高い捕獲を今年度も継続し
ている。
（栃）千手ヶ原にて新たに季節移動個体を対象とした捕獲を予定して
いる。
（環）白根山にて新たに夏季定住個体の捕獲を予定している。

（環）植生被害状況調査の結果を元に対策優先度の検討を開始。

（林・環・栃・日）⿁怒沼において柵の設置、シカの捕獲、GPS追
跡調査やカメラによる生息状況調査などの事業を関係機関が一丸と
なって開始した。
（環・栃）夏季の定住個体の移動経路や越冬地がわかってきた。

（栃・日）捕獲効率の良い越冬地での捕獲や、奥日光における地域主
体での機動力の高い捕獲の実施を継続する必要がある。

（環）エリア毎の対策優先度の考え方について共有と運用が未実施で
ある

（全）日光白根山の夏季の定住個体の移動経路や越冬地が尾瀬と同様
と分かったので、主たる越冬地での捕獲の継続が必要なのが確認され
た。
（環）夏季定住個体の移動経路を特定しなければならない個体群がま
だ存在する。

（栃・日）主たる越冬地での捕獲を継続する。
（日）奥日光における地域主体での機動力の高い捕獲を継続する。

（全）奥日光における植生保護の考え方、対策優先度について検討す
る。

（環）夏季定住個体のGPS調査等による生態把握および効率的な捕
獲方法の検討、捕獲の継続・強化。

尾瀬
国立公園

尾瀬ヶ原・尾瀬沼において、捕獲場所や捕獲時間を工夫するなど、よ
り効率的な捕獲方法を検討する。
田代山の捕獲を強化する。

優先防護エリアのA・Bランクの各所の方針の具体化と運用をする。

会津駒ヶ岳、田代山、帝釈山を協議会で現地視察し、カメラ等のモニ
タリングを開始する。

（環）尾瀬ヶ原における薄明帯捕獲の実施に向けて実施計画の検討及
び関係者調整を開始した。
（福）田代山における捕獲期間を昨年度よりずらし、最適化をはか
る。今後は捕獲強化につながる行動調査をする。

（全）2023（令和5）年度中に優先防護エリアABランクの9/11ヶ
所に植生保護柵を設置完了予定。（全）対策方針の改訂作業と併せて
優先防護エリアの見直しを行う。

（福・環）会津駒ヶ岳、田代山において被害を与えるシカの行動把握
のため、モニタリングを開始し、今後の被害抑制のための知見を増や
す。

（全）尾瀬ヶ原・尾瀬沼において事業目標である確認個体数の半減を
達成するため更なる捕獲圧をかけなければならない。
（福）田代山においてより捕獲を強化できる具体案がない。

（全）優先防護エリアABランクのうち見晴エリアのみ設置方針及び
管理体制等が定まっていない（各所知見が集まりつつも完全な防除が
できていない状況）。

（環）尾瀬ヶ原・尾瀬沼における捕獲数向上を目指し、より効率の良
い捕獲方法（薄明帯の捕獲など）を検討する。
（群）移動経路上におけるモニタリングの継続及び同結果を活用した
捕獲強化。
（福）田代山の捕獲の継続とともにモニタリングの結果から捕獲手法
の検討をする。

（全）見晴の柵の設置に向け関係各所連携する。各植生保護柵のより
良い運用の知見を共有する。

その他
共通事項

日光と尾瀬、両国立公園を行き来する移動経路上での捕獲を強化す
る。

効果的・効率的な防護の方法・維持管理について共有する。

移動経路上に通信機能付きカメラを広範囲に設置しシカの動きを捉え
やすくする。

Googleマイマップに位置情報を集約・拡充し、協議会構成員で共有
する。

（群・栃）移動個体群について、春の捕獲は目標頭数に達成した。秋
も捕獲の予定がある。

（全）尾瀬及び戦場ヶ原の植生保護柵は各所知見が集まってきてい
る。

（環）通信機能付きカメラの増設したが適地が探せていない状況であ
る。1地点でも多く適地を探る。

(全)Googleマイマップの情報の更新と拡充を行っている。

（全）シカの侵入があり防護柵内であってもシカの影響を排除できて
いない。

（全）リソース（資金、人員など）の配分についての検討がされてい
ない。

（全）既存防護柵の適切な管理により保護対象地へのシカの影響を排
除する。

（全）リソース（資金、人員など）の配分の最適化を検討する。

凡例 :（）内は主体を表す。（全）全体、（環）環境省、（林）林野庁、（栃）栃木県、（群）群馬県、（福）福島県 、（日）日光市　　　　色分けは　捕獲 植生保護 モニタリング その他

資料1-4
2023年度尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策広域協議会
2023年7月25日
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尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策方針の見直しについて

（１）現行対策方針に基づく目標達成にむけた進捗・評価及び課題

（２）対策方針の目的及び最終目標の改正案

（３）今後の検討ポイント

資料1-5



今後の協議会開催及び対策方針の見直しスケジュール時期

・2021年重点方針の評価
・2022年重点方針の進捗
・2023年重点方針の作成
・対策方針（５カ年事業目標）の見直し準備
→課題の整理（フリーディスカッション）
2020年度から対策方針を進めてみての課題・意見
➡現行対策方針で解決しそうな内容と次期対策方針にもかかわる内容に分ける

2022
（R4）夏

次期対策方針現行対策方針

次期対策方針の目的・最終目標 骨子 作成
目的・最終目標・今後の検討ポイント対策の優先順位の確認

・2022年重点方針の評価
・2023年重点方針の進捗
・2024年重点方針の作成
・現行対策方針の進捗中間評価

2023
（R5）夏

次期対策方針の詳細内容の決定
捕獲・植生保護・モニタリング・その他
各課題の５か年のロードマップの共有

2023
（R5）冬

次期対策方針（５カ年事業目標）の策定
・2025年重点方針の作成
※2025年年度実施事業に次期対策方針を沿わせられるよう、夏の協議
会で確定させる必要がある？

・2023年重点方針の評価
・2024年重点方針の進捗2024

（R6）夏

次期対策方針運用
・2025年重点方針の進捗
・2026年重点方針の作成

・2024年重点方針の評価
・現行対策方針の評価

2025
（R7）夏

2
※赤字は令和４年度協議会資料からの変更箇所
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（１）現行対策方針に基づく目標達成にむけた進捗・評価及び課題

（２）対策方針の目的及び最終目標の改正案

（３）今後の検討ポイント



日光国立公園

進捗・評価日光国立公園の目標
シカの生息条件下で成立した生態系

シカの生息密度健全な植生の維持更新に支障ががない状態までは減って
いない。

シカの生息密度が適切に保たれ、植生への影響が十分に小
さく、健全な植生の維持・更新に支障がない状態を維持

最
終

目
標

 糞塊密度調査から低密度化しているが、植生への影響は低減されてい
ない。

 保全対象の選定をしている。
既設の防護柵は維持管理はされているが一部管理が行き届いていない

柵もある。
保全対象なり得る⿁怒沼湿原では早急な対策がとられた。

 植生への影響を低減するため、
シカの生息密度を現状より低密度に

 保全対象となる湿原・高山・森林植生を維持・回復するた
め、関係機関が連携して、防護柵を適切に設置・維持管理

事
業
目
標

（
５
年
目
途
）

〇課題
事業目標⇒低密度化の対策の継続は必要だが、奥日光地域と越冬地で指標が分けられていない。

保全対象の植生保護のあり方の整理がされていない。
最終目標⇒重要なのは奥日光地域のことで特に対策を行っている越冬地（足尾）は公園外である。

公園内でも越冬と定住が混在していて指標が分けられていない。
健全な植生の維持・更新に支障がない状態が明確に設定されていない。

最終目標に対して対策の必要なエリアは奥日光地域で、公園全域を対象としていない。
対策が必要な尾瀬及び奥日光の季節移動型個体の越冬地は大半が公園外である。

最終目標に対して明確な指標が設定されていない。



日光国立公園

シカの生息密度を現状より低密度に 防護柵を適切に設置・維持管理
基準年

事業目標
（５年目途）の指標



尾瀬国立公園

進捗・評価尾瀬国立公園
シカによる影響を受けずに成立した生態系

湿原及び高山植生（特に柵外）における採食地点数は増加し
ており、シカの影響を排除しているとは言えない。

尾瀬ヶ原・尾瀬沼や高山帯へのシカの影響を排除し、
湿原及び高山植生への影響が見られない状態を維持

最
終

目
標

 湿原に出没する個体数（ライトセンサスによる調査結果）
は、基準年（2019年）の約80％に減少したが、半減させる
にはさらなる捕獲圧が必要か。

 優先防護エリアＡ及びＢランク11箇所中7カ所に設置完了
（2023年7月時点）。2023年度中に9箇所設置完了予定。

 植生保護柵内における採食被害は軽減できているが、シカ
の侵入を完全に防除できていない箇所もある。

 湿原植生への影響を低減するため、
尾瀬ヶ原等の湿原に出没するシカの個体数を概ね半減

 森林、湿原及び高山植生を保護するため、関係者が連
携して、優先防護エリアのＡ及びＢランクに防護柵を
設置

事
業
目
標

（
５
年
目
途
）

〇課題
事業目標：2025年の目標達成に向けて、引き続き捕獲及び植生保護柵の設置を継続実施していく必要がある。
最終目標：そもそも「シカによる影響を受けずに成立した生態系」かどうかは不明であり、「湿原及び高山植
生への影響が見られない状態」を目標として設定することは不適切。最終目標は、シカの影響を排除すること
で得られる状態ではなく、新・尾瀬ビジョンに準拠した状態を設定する必要がある。

対策方針の目的と整合を図りつつ、最終目標の見直しを行う必要がある。
しかし、対策方針の目的に尾瀬国立公園の目指すべき姿（新・尾瀬ビジョン）が反映されてない。

（参考）対策方針の目的：日光国立公園及び尾瀬国立公園の関係機関・団体が広域的に連携し、シカの適切な個体群管理及びその
他必要な対策を実施することにより、日光国立公園及び尾瀬国立公園の貴重な湿原、森林、高山生態系等に及ぼす影響を低減又は
排除する。
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⇒優先防護エリアＡ・Ｂランク（7/11ヶ所）に設置完了（2023.7現在）

⇒湿原及び高山植生（特に柵外）における採食地点数は増加

尾瀬国立公園
〇事業目標（５年目途）の指標

〇植生保護柵設置箇所

〇最終目標の指標

植生保護柵の設置状況

⇒湿原に出没する個体数は、基準年（2019年）の約80％に減少

ライトセンサスによるシカ個体観測数と捕獲数の推移

基準年
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（１）現行対策方針に基づく目標達成にむけた進捗・評価及び課題

（２）対策方針の目的及び最終目標の改正案

（３）今後の検討ポイント



対策方針の目的及び最終目標の改正案

日光：最終目標に対して
対策の必要なエリアは奥日光地域で、公園全域を対象としていない。
対策が必要な尾瀬及び奥日光の季節移動型個体の越冬地は大半が公園外
である。最終目標に対して明確な指標が設定されていない。

尾瀬：最終目標の見直しを行うにあたり、
対策方針の目的に尾瀬国立公園の目指すべき姿（新・尾瀬ビジョン）が
反映されてない。

新対策方針の目的（案）
尾瀬国立公園及び日光国立公園の関係機関・団体が広域的に連携し、シ
カの適切な個体群管理及びその他必要な対策を実施することにより、
①新・尾瀬ビジョンが定める尾瀬がめざす姿の実現、もって、②尾瀬の
みならず栃木、群馬、福島、新潟の４県を移動する（シカの）日光利根
地域個体群を管理することで貴重な湿原、森林、高山生態系等に及ぼす
影響を低減又は排除させる

現対策方針の目的
日光国立公園及び尾瀬国立公園の関係機関・団体が広域的に連携し、
シカの適切な個体群管理及びその他必要な対策を実施することにより、
日光国立公園及び尾瀬国立公園の貴重な湿原、森林、高山生態系等に
及ぼす影響を低減又は排除する

栃木県
群馬県

福島県
新潟県

足尾周辺地域
（越冬地）

奥日光地域
（移動経路・
越冬地）

片品・檜枝岐地域
（移動型個体の
移動経路）

尾瀬ヶ原
・尾瀬沼地域

田代山・帝釈山周辺地域
会津駒ヶ岳

次期対策の対象区域図



対策方針の目的及び最終目標の改正案

日光：重要なのは奥日光地域のことで特に対策を行っている越冬地（足尾）は公園外である。
公園内でも越冬と定住が混在していて指標が分けられていない。健全な植生の維持・更新に支障がない状態が明確に設定されていない。

尾瀬：「湿原及び高山植生への影響が見られない状態」は目標設定として不適切。
最終目標は、新・尾瀬ビジョンに準拠した状態を定量的な指標でもって設定する必要がある。

現対策方針の最終目標
【日光国立公園】シカの生息密度が適切に保たれ、植生への影響が十分に小さく、健全な植生の維持・更新に支障がない状態を維持する。
【尾瀬国立公園】尾瀬ヶ原・尾瀬沼や高山帯へのシカの影響を排除し、湿原及び高山植生への影響が見られない状態を維持する。

尾瀬地域

尾瀬における保護上重要な植物種の主たる生育エリア及び利用上重要なエリアが、ニホンジカによる過度な攪乱を受ける前の状態に
する。

 保護上重要な植物種の主たる生育エリア（生き物の視点）及び利用上重要なエリア（利用者の視点）を合わせて重要植生エリア
（仮）として再設置し、各エリアごと「ニホンジカによる過度な攪乱を受ける前の状態」を定量的な目標として設定する。

 植生保護柵の管理やシカの個体群管理等の技術的な視点も考慮し、重要植生エリアの中で対策優先度を決定する。

 社会状況の変化や技術の向上を考慮し、今後重要植生エリアや対策の優先順位は都度見直すこととする。

移動経路上の貴重な湿原、森林、高山生態系等

奥日光地域におけるシカの生息密度が適切に保たれ、植生への影響が十分に小さく、健全な植生の維持・更新に支障がない状態を維
持する。

新対策方針の最終目標
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広域でのシカ対策の必要性

出典：環境省（2021）

国立公園の区域を超えて、シカの個体群のつながりが存在

今後、各自治体の取組みともより連携させていただきたい
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（１）現行対策方針に基づく目標達成にむけた進捗・評価及び課題

（２）対策方針の目的及び最終目標の改正案

（３）今後の検討ポイント



〇目的
① 新・尾瀬ビジョンが定める尾瀬がめざす姿の実現
② 尾瀬のみならず栃木、群馬、福島、新潟の４県を移動する（シカの）日光利根地域個体群管理を
することでが貴重な湿原、森林、高山生態系等に及ぼす影響を低減又は排除

〇最終目標
尾瀬における保護上重要な植物種の主たる生育エリア及び利用上重要なエリアが、ニホンジカによる
過度な攪乱を受ける前の状態にする。

 保護上重要な植物種の主たる生育エリア（生き物の視点）及び利用上重要なエリア（利用者の視
点）を合わせて重要植生エリア（仮）として再設置し、各エリアごと「ニホンジカによる過度な
攪乱を受ける前の状態」を定量的な目標として設定する。

 植生保護柵の管理やシカの個体群管理等の技術的な視点も考慮し、重要植生エリアの中で対策優
先度を決定。

 社会状況の変化や技術向上を考慮し、今後重要植生エリアや対策の優先順位は都度見直す。

今後の検討ポイント（尾瀬地域）

中間目標１－① 中間目標１－② 最終目標

検討ポイント①

検討ポイント②

〇戦略 ②個体数管理
• 移動経路での捕獲
• 越冬地での捕獲 など

①被害管理
• 植生保護柵
• 保護エリア周辺の捕獲 など

③モニタリング
検討ポイント③
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検討ポイント①重要植生エリア（仮）の設定と対策優先度の検討

以下の２つの観点から、優先防護エリアの見直しを実施。
① 新・尾瀬ビジョンに定める「生き物の視点」、「利用者の視点」等の視点か
ら重要植生エリア（仮）を再設定。

② 植生保護柵の管理やシカの個体群管理等の技術的な視点も考慮し、重要植生
エリアの中で対策優先度を決定。

重要度

対策の
難易度

重要度は高いが
対策が困難

重要度は高く、
対策も用意

重要度は低いが
対策が容易

重要度は低く、
対策は困難

⇒優先度①⇒優先度②

⇒優先度②⇒優先度③

※イメージです。

尾瀬国立公園優先防護エリア（2019）
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2020年
対策方針策定

2025年
対策方針策定

2030年
対策方針策定

2035年
対策方針

2038年
新・尾瀬ビジョン
あるべき姿

（現）半減
柵設置

中間目標１－① 中間目標１－② 最終目標１

中間目標２－① 中間目標２－② 最終目標２

対策の進捗を以下の二つの視点で評価する
生き物の視点で見た達成状況

利用者の視点で見た達成状況

検討ポイント②目標達成に向けた中間目標と評価指標の設定



17

検討ポイント③

②個体数管理
• 移動経路での捕獲
• 越冬地での捕獲 など

①被害管理
• 植生保護柵
• 保護エリア周辺の捕獲 など

 最終目標及び中間目標の達成に向けて、適切な手法を組み合わせて対策を実
施していく必要があるが、現行対策方針では、捕獲・植生保護柵・モニタリ
ング等の対策手法の考え方は整理されていない。

 今後、各対策による直接効果及び波及効果の考え方を整理し、尾瀬国立公園
ならではの戦略検討を行う。

③モニタリング

GPS調査
・移動経路、越冬地の把
握
・移動時期の把握（捕獲
適期の把握）

センサーカメラ調査
・集中通過地域
…個体群の密度指標として活用。
（ベイズ推定にも）

・分布拡大区域
…侵入状況の確認（GPS装着の基礎
情報として）

食害被害調査
・採食状況の確認

ライトセンサス
・出没状況の確認


